第２学年２組　理科学習指導案
令和６年１１月２２日　４校時　
串間市立串間中学校
　指導者　堀之薗　訓貴

１　　単元　　地球の大気と天気の変化　「天気の変化と大気の動き」

２　　単元の目標
○　　気象要素と天気の変化の関係に着目しながら、気象要素、気象 観測についての基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(知識及び技能)
○　　気象観測について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、 実験などを行い、その結果を分析して解釈し、天気の変化についての規則性や関係性を見いだして表現しているなど、科学的に探究している。
(思考力、判断力、表現力等)
○　　気象観測に関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり、振り返ったり、地域の気象現象ついて関連付けて考えたりするなど、科学的に探究しようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　(学びに向かう力、人間性等)

３　　指導観
〇　　本単元は学習指導要領の第２分野（４）「気象とその変化」の（イ）「天気の変化」を受けて設定されたものである。ここでは、観測記録や資料を基に、気象要素と大気の動きに着目しながら、天気の変化や日本の天気の特徴を関連づけて思考させることがねらいである。その際、串間に昔から存在する“天気に関する言い伝え”を、授業を通して身につけた内容をもとに、根拠をもって証明することを通して、理科の学習が日常とつながっていることを実感させることができる。小学校では第４学年で、水は蒸発し水蒸気となって空気中に含まれること、水蒸気が冷やされると水蒸気は水になって現れること、第５学年で、雲の量や動きが天気の変化と関係すること、映像などの気象情報を用いて天気の変化が予測できることについて学習している。
私たちの日常生活と天気のかかわりは非常に深く、そのため天気予報から得られる情報はその日の行動を決める上で欠かすことができないものの１つとなっている。現在ではその天気に関する情報は、テレビだけでなくインターネット等で簡単に手に入れることができ、さらに天気図や気象衛星画像などから自分で考えて読み取る必要もない。したがってテレビなどに映し出される天気図は多くの人々にとって単なる画像として扱われることが少なくない。そこで、本単元の単元を貫く学習課題として、以下のように設定した。
①　　10月10日の正午、この日の気象衛星は図のようになった（別紙）。11日は楽しみにしている遠足です。遠足では都井岬を訪れる予定ですが、この日の天気を予想してみましょう。
②　　串間市は、古くから天気の言い伝えがたくさんある。その例として、「石波海岸付近から見た、遠くの高畑山（たかはたやま）が晴れていたら、明日は晴れる。」言い伝えの根拠は何だろうか。
上記の２つの課題について学習を始める前に思考させる。地球の学習が全て終了した後に、再び同じ課題について思考させることで、生徒の変容を評価することができる。また、本単元は天気の移り変わりを時間の経過と規則性をもとに関連付けて思考することで、理科の見方・考え方の１つである「時間的・空間的な視点」をはぐくむことができる意義深い教材である。
〇　　２年2組の生徒は３1名で構成されており、理科の授業に対しては関心が高く、ペア学習やグループ活動では意見を積極的に交流することができる。しかし、一部の生徒の意見に流されることが多く、根拠をもとに[image: ]説明することが苦手である。事前調査では、７割の生徒がSNSやテレビで天気
の情報を得ていること分かった。生徒は日常的に、天気の規則性や関係をなどに
ついては大まかなイメージしかもっていないようである。今回の単元学習を通して、
自分の意見をもった上で、根拠をもって話合いができるようにしたい。
〇　　そこで本単元の指導に当たっては、身近に存在する教材を活用した学習活動の中で、それらを話合い活動や発表などを取り入れながら協働的に学ぶことに重点を置いて学習活動を進めていきたい。また、南那珂地区の研究事項の1つである「単元を貫く学習課題」も意識させながら単元教育を進めていくと同時に、授業の最後に「振り返りシート」の問題を解くことで知識の定着を図り、授業で学んだことや疑問を記入させて学習の振り返りができるようにする。
本時の指導にあたっては、単元の学習前に提示した課題“「石波海岸付近から見た、遠くの高畑山（たかはたやま）が晴れていたら、明日は晴れる。」言い伝えの根拠は何だろうか。”について、これまで学習したことを用いて思考させる。まずは個人で思考する時間を設けて、次に自分の意見をもった状態で班での話合いに臨ませる。その際、ヒントとして振り返りシートを見て調べてもよいことを伝えておく。班にはそれぞれ串間市の白地図を準備し、観測点（石波海岸）と高畑山の場所を調べることができるよう、ひなたＧＩＳ（ウェブ：タブレット端末で使用）を配付する。観測点と高畑山の位置関係を把握して地図に記入し、既習事項である「天気は西から東へ移り変わる」という内容と関連付けて考えることができれば課題の解決につながっていく。話合いの後はそれぞれの班に発表させ、最後に再度個人思考に戻る。すべての班の発表を聞いて、どの意見が妥当であるかを考えながら、自分の言葉でまとめを書かせていきたい。終末では、授業のはじめに見せた動画を再度見返し、今回学んだ内容を使って次の日の天気を予想させる。時間と太陽の位置が分かれば方角を予想できることも最後に話し、学んだことを日常生活とつなげていきたい。本単元を通して、天気をＳＮＳ等で見るだけでなく、学習したことを使って自分の目で見て予想するなど、学んだことをこれからの生活に生かし、学びをつなげていきたい。

４　　指導計画（全８時間）
地球の大気と天気の変化　「天気の変化と大気の動き」
	番号
	内容（時数）
	見方
	考え方

	
	
	量的・
関係的
	質的・
実体的
	多様性と共通性
	時間的・空間的
	比較
する
	関係づ
ける
	条件を
制御する
	多面的に考える
	その他

	[bookmark: _Hlk166586596]１
	風がふくしくみ
（２時間）
	
	
	
	〇
	
	〇
	
	
	

	
	〇　　等圧線や高気圧、低気圧の意味を理解し、天気図から天気や風向・風力を読み取ったり、雲画像から雲の分布の特徴を読み取ったりすることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【知識・技能】

	[bookmark: _Hlk166586632]２
	大気の動きによる天気の変化
（３時間）
	
	〇
	
	〇
	
	〇
	
	〇
	

	
	〇　　低気圧や高気圧の移動の規則性を見出すことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【思考・判断・表現】

	３
	地球規模での大気の動き
（３時間）[本時３/３]
	
	〇
	
	〇
	〇
	〇
	
	〇
	

	
	〇　　天気の言い伝えを、既習事項を使って根拠を示しながら説明することができる。　　　　
　【主体的に学習に取り組む態度】

	日常生活や
地域との関連
	風力発電（串間市）　天気予報　天気のことわざ　言い伝え　



５　　本時の目標
・　　天気の言い伝えを、既習事項を使って根拠を示しながら説明することができる。
（学びに向かう力、人間性等）

６　　本時の評価規準
	評価規準
	評価方法

	天気の言い伝えを、既習事項を使って根拠を示しながら説明することができる。
（主体的に学習に取り組む態度）
	振り返りシートで確認する。
（学習前の記述と比較することで、変容を見る）

	Ａ
	石波海岸から見て、高畑山は西に位置している。日本周辺の天気は西から東に変わるので、高畑山に雲がかかっていないことから、石波海岸はしばらくすると晴れることが予想できる。
（位置関係を地図に示し、学習したことと関連付けて説明することができる。）

	Ｂ
	日本周辺の天気は西から東に変わるので、石波海岸はしばらくすると晴れることが予想できる。
（学習したことと関連付けて説明することができる。）

	Ｃ
	学習したことと関連付けて説明することができていない。



７　　学習指導過程
	段階
	学習内容及び学習活動
	指導上の留意点（〇）及び評価（☆）
	資料・
準備

	導入

５
分
	１　　前時の復習をする。

２　　ある地点での動画（ある日の夕方）を見て次の日の天気を予想する。



３　　学習課題を確認する。





	〇　　既習事項を復習し、本時の学習につなげる。

〇　　天気を気象衛星ではなく、目視で予想できることをつかませて、本時の課題に入る。
〇　　終末で再度動画を見せて、次の日の天気を思考させる。
学習課題　串間市は、古くから天気の言い伝えがたくさんある。その例として、「石波海岸付近から見た、遠くの高畑山（たかはたやま）が晴れていたら、明日は晴れる。」言い伝えの根拠は何だろうか。




	・タブレット端末
・ワークシート


	展開

３０分
	４　　言い伝えがどうしてそうなるのか、今まで学習した内容をもとに個人で考える。

	〇　　既習事項をもとに話合いができるように、これまで使用した「振り返りシート」を見て思考してもよいことを伝える。
〇　　班での話合いにて自分の根拠をもって参加できるように、自分の意見をワークシートに書かせる。
	・タブレット端末
・串間市の白地図
・振り返りシート

	展開

３０分
	５　　班で話合う。
①　　白地図に、観測者の位置と高畑山の位置を記す。（ひなたＧＩＳを用いて、観測者の位置と高畑山の位置関係を調べ、白地図に記入）
②　　位置関係を記入した白地図を見て、既習事項をもとに、言い伝えの根拠を考える。
[ひなたＧＩＳより]
・　　観測者から見て、高畑山は西に位置している。（観測者：東、高畑山：西）

６　　話合ったことを発表する。
	〇　　生徒の思考を深めるために、左に示した①、②の順序については始めに提示せず、生徒の活動のようすを見ながら板書する。
〇　　位置を把握させるために、「ひなたGIS」を生徒に使用させて観測者、高畑山、石波海岸の場所を白地図に記入させる。
〇　　話合いが進まない班については、地図に自分の位置と高畑山の位置を確認することからはじめさせる。



○　　白地図や教科書のプリントの図を使いながら、聞いている人が納得できるような説明を心がけるよう声かけする。
	

	まとめ

１５分

	７　　出た意見を参考にしながら、振り返りシートに自分の根拠を記入する。


８　　振り返りシートを開いて、「７」で書いたものと単元前に書いたものを比較する。



９　　２と同じ動画を見て、次の日の天気がどうなるのかを予想する。
・　　動画はある日の夕方の時間帯の動画で、東西南北がどこにあたるのかは自分たちで考えさせる。

10　　教師の話を聞く。
	☆　　天気の言い伝えを、既習事項を使って根拠を示しながら説明することができる。
（主体的に学習に取り組む態度）

〇　学習前と学習後で変容を実感させるために、振り返りシートを開いて比較させる。
まとめ　　石波海岸から見て、高畑山は西に位置している。日本周辺の天気は西から東に変わるので、高畑山に雲がかかっていないことから、石波海岸はしばらくすると晴れることが予想できる。





○　　本時の学びがつながるように、今回の授業で学んだことをもとに考えさせる。
（位置関係と、天気は西から東へ移り変わること）
	・タブレット端末
・振り返りシート



８　　板書計画
学習課題　串間市は、古くから天気の言い伝えがたくさんある。その例として、「石波海岸付近から見た、遠くの高畑山（たかはたやま）が晴れていたら、明日は晴れる。」言い伝えの根拠は何だろうか。





まとめ　　石波海岸から見て、高畑山は西に位置している。日本周辺の天気は西から東に変わるので、高畑山に雲がかかっていないことから、石波海岸はしばらくすると晴れることが予想できる。

手順
①　　白地図に、観測者の位置と高畑山の位置を記す。
②　　位置関係を記入した白地図を見て、既習事項をもとに、言い伝えの根拠を考える。
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